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水曜スペシャル、略して「水スペ」 
  戸上中では、週の真ん中・水曜日に「学びに向き合う場」として「水スペ」の時間が設けられています。  

今年度は、生徒たちが自らの行動を調整し、主体的に学べるよう、４つのパターンを設定し、取り組むこ

とになりました。 

 

 

 

 

 

 

                                   昨年と違うのは、B の「学びたいことを先生のところに行き、 

聴いて学びを深める」ことです。事前にアンケートをとり、その時  

間にどの教科について学びたいか、決めます。そして、水スペの 

時間は、教科ごとに決められた教室に移動し、学びます。  

                                           

先日は、3 年生で水スペ「Ｂ」がありました。時間になるとそれぞれの場所に移動し、わからないところは  

その教科担任に質問に行き、一人で追究したり、友達同士で教え合う姿が見られました。 

  これから、1、2 年生でもはじまります。  ぜひ、この学びから自分の「もっと学びたい！」が見つかるといい 

ですね。 

 

 

   

   

 

 

 

生徒会活動①（応援委員会） 
  5 月 21 日の朝、千曲警察署交通課の方と一緒に、自転車安全月間啓発活動に応援委員長が参加

しました。 

  戸上中は、申請すれば自転車通学ができます。自転車はとても便利な交通手段ですが、交通ルールを

守り、安全な乗り方をしないと大きな事故につながります。毎年、自転車マナーについて地域の方からご

意見をいただいたり、逆に横断歩道はきちんと自転車からおりて登校する姿をお褒めいただきます。  

  交通ルールをきちんと守り、安全に利用していきましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

A ひとりになって「自分」と向き合い、何を学びたいか考えます 

B 「学びたいこと」を先生のところに行き、聴いて学びを深めます 

C 自分の力を知るために力試しの時間です 

D 自分の学びをふり返り、次につながるよう計画を立てます 

 



 

生徒会活動②（福祉委員会） 
  5 月 28 日、29 日の朝、福祉委員会を中心にペット 

ボトルキャップ収集が行われました。ペットボトルキャップ  

を回収し、ワクチン支援をするエコキャップ運動に協力し 

ています。 

  各クラスの委員の生徒が、それぞれ何個のペットボト 

ルキャップを持ってきたか、記入しながら回収。とても多  

くのペットボトルキャップの回収ができました。 

  また、次回もたくさんのペットボトルキャップが集まるよう、協力をお願いします。 

 

 

生徒会活動③（応援委員会） 
  6 月６日の北信大会壮行会にむけ、5 月 23 日の放課後から、応援練習が始まりました。 

  初日は、3 年生が 1 年生に「日本一の応援」を見せてくれました。3 年生の迫力のある応援に圧倒さ

れた 1 年生、その姿から「負けては居られない！」と一生懸命練習しています。 

  そして、先日の応援集会では、涼しいはずの気候なのに汗をかくほどに弓なりになりながら、体育館中、

声が響き渡りました。 本番も、「日本一の応援」をして、選手のみなさんを激励しましょう！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

参観日があります 
  ６月 5 日は参観日です。 

  5 時間目は、SNS 講演会を実施します。講師に、千曲市総合教育センターの宮原明人先生をお願い

し、SNS の現状やネットトラブルに巻き込まれないようにするための対応などお話していただく予定です。  

  また、その後、来年から部活動から完全移行する「千曲坂城クラブ」の会費や連絡・集金システムにつ

いてのお話もあります。新しいシステムが導入されますので、ぜひお話を聞いてください。  

  なお、保護者の皆様は体育館フロアにお集まりください。ギャラリーには入ることができませんので、ご協

力をお願いします。 

【編集後記】 

  日頃より、本校の教育活動にご理解、ご協力を賜りありがとうございます。  

  令和 7 年度も 2 か月が終わりました。 

  朝、生徒昇降口前で立っていると、みんなとても気持ちの良い声で「おはようございます」とあいさつを返

してくれます。  また、3 年生に「あいさつ大使」として、毎日、私と一緒に登校する生徒にあいさつをしてく

れる生徒がいます。「あいさつ大使」がいないと、「今日はどうしたの？」と心配してくれるほどです。 

生活委員会の「あいさつ運動」もはじまりました。 

  プライドファイブのひとつ「元気あふれるあいさつ」が、さらに広がるようにしていかれればと思っています。 

 

 


